
兵庫県立大学における女性研究者支援室の取組 

事業の目的 

女性研究者の活動を全学的にきめ細かに支援する体制を構築し、研究とライフイベントとの両立支援、

研究力向上支援、女性研究者の採用や登用の増加、女性研究者の裾野拡大のための取組を行う。それに

より、多様で優れた教育、研究、社会貢献活動の促進を目指す。 

 

推進体制 

大学本部に女性研究者支援室を設置、県内に点在する全８キャンパスに分室を設置している。また、全

学組織として学長を委員長とする女性研究者支援委員会を設置し、施策の浸透を図っている。今年度か

らは、外部評価委員として他大学や地元企業の有識者 3名に就任いただいている。 

 

これまでの主な取り組み 

１．研究とライフイベントの両立支援 

・ライフイベント中の女性教員（配偶者が研究者である男性教員を含む）に対して研究支援員を配置

し、実験・データ解析等の補助を行っている。 

・女性教員を対象に延長保育・病児保育・学童保育の利用料金を補助している。保育施設等の情報を

まとめたハンドブックを作成するため、利用者からの報告をとりまとめている。 

２．研究力向上支援 

・各キャンパスにおいて女性教員を主な対象とした研究力向上セミナー（研究資金獲得法レクチャー

等）を実施している。 

３．女性研究者の採用や登用の増加 

・平成 30 年度までに女性教員在職比率 22.5%を達成するという目標を、兵庫県立大学中期計画に掲

げている。 

・他大学で女性研究者支援を先導する幹部教員や男女共同参画の有識者等を講師に迎え、幹部教職員

を対象とした研修を年１回実施している。 

４．女性研究者の裾野拡大 

・本学の女性教員に自身の研究内容やこれまでの経歴、研究者を目指す女子学生へのメッセージを取

材したロールモデル番組を放映し、webでも動画視聴できるようにしている。 

・学内外の女性研究者を講師に招いたロールモデル提供セミナーを開催している。 

・女性大学院生を対象にキャリアアップ支援講座やキャリア個別相談会を実施している。 

・女子高校生対象に大学や企業で活躍する女性研究者・技術者、女性大学院生を講師にしたシンポジ

ウムや進路相談会を開催している（自主事業）。 

  

【連絡先】公立大学法人兵庫県立大学 女性研究者支援室  

     TEL：078-792-4822 FAX：078-794-5575 E-mail：kosaka@biz.u-hyogo.ac.jp  

     URL：http://www.u-hyogo.ac.jp/research/hmwr/index.html 
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推進体制

・女性研究者支援委員会

・女性研究者支援室

委員長：理事長兼学長
副委員長：副理事長
委員：副学長、事務局長、部局長

大学本部に本室、
全8キャンパスに分室を設置

・外部アドバイザリー委員会
外部有識者3名による評価委員会

3 女性研究者の採用・登用の増加

・ 女性教員比率目標値設定

・ 女性研究者支援のための
幹部教職員研修の開催
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研究力向上支援2

・ 競争的資金申請率・新規
採択率目標値の設定

・ 研究力向上セミナーの
開催（競争的資金獲得法等）
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研究とライフイベントの両立支援1
・ 研究支援員の配置

・ 保育料金の補助（延長・病児・学童）

・ 保育施設ハンドブックの作成

・ 女性研究者支援室ライブラリーの整備

・ WLBセミナー・ランチミーティングの開催

利用件数
H25年度（12月〜3月） 25件
H26年度（ 4月〜9月） 79件

利用者数
H25年度 4名 H26年度 10名

裾野拡大4

・ ロールモデル放送

・ ロールモデル提供セミナーの開催

・ 女性大学院生向け
キャリアアップ支援講座、
キャリア個別相談会の開催

・ 女子高校生向け進路相談会、
シンポジウムの開催

女性研究者の研究内容、経歴、後輩
へのメッセージ等を発信（年6回）

・ 大学院博士課程女子学生比率
目標値設定
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